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編集後記

本号は，「高齢者における消化器疾患」を

テーマに，消化器がんの疫学的動向，高齢者

消化器疾患の特徴，内視鏡治療や腹腔鏡下治

療による低侵襲治療を中心に特集を組ませて

いただいた．WHOによると高齢者の定義は

65歳以上であり，74歳までを前期高齢者，

75歳以上を後期高齢者とされている．日本

の老年医学でも同様で，85歳以上または90

歳以上を超高齢者といっている．本号のなか

で内視鏡治療あるいは腹腔鏡下治療に関する

論文では，70歳以上，75歳以上，80歳以上

と各々定義を異にして特徴と注意点を概説し

ている．一方，実際の医療現場では年齢だけ

で全身状態を評価することが困難であり，前

田・永井は，脳血管障害，神経疾患，認知症

などの理由から摂食・嚥下が困難となった65

歳以上と定義して，PEGの適応，安全性と

在宅医療への課題を論じている．

将来推計人口によれば，65歳以上の高齢

者は2000年の2,201万人から2020年には

3,590万人となり，消化器がんの罹患率は

2001年から約60～80％増加すると予測され

ている．消化器がんの予測罹患数は食道，大

腸の増加の程度が 2.18倍，1.84倍ととくに

大きい．人口高齢化に伴い，高齢者の消化器

がんは確実に増加することから，内視鏡治療

や腹腔鏡下治療などによる低侵襲治療の必要

性は，ますます高まると同時に生活習慣病改

善による一次予防活動の取り組みを充実させ

ることが重要となる．

巻頭言のなかで，中澤三郎先生は，「高齢

者の治療は完全治癒に至らない場合でも病気

と共存しながら日常生活への復帰を目指すも

のである」と述べ，さらに「高齢者特有の観

点から医療のあり方を作り上げなければなら

ない．」と強調されており，今後の高齢者医

療を考えるうえで示唆に富むお言葉と思われ

る．本号が読者諸兄姉の日常診療にお役に立

てることを期待する次第である．

（田尻久雄）
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　「臨牀消化器内科」3月号＜特集：GERD診療 2018―現状と課題＞を皆様のお手許に
お届けする．振り返れば今世紀初頭のこと，外来患者の約 10％が胸焼けを訴えている
という記事に首を捻ったことを思い出す．胸焼けによる QOL低下は，狭心症に匹敵
する症例もあり，経済面の損失も甚大といった内容であった．“悪い冗談だ．そんな
症例，診たこともない ”と皆で話し合ったものである．それは某メーカーの宣伝記事
で，関連製剤のキャンペーンを意図したものであったが，それから 20年近くの時が過
ぎた今，本邦の GERD症例は間違いなく増加しており，とくに内視鏡検査時には
GERDが common diseaseになっていることを実感する状況にある．これは高ストレ
ス肥満社会・超高齢社会の到来，若年層での Helicobacter pylori感染率の急速な低下
などの複合要因に由来するものであるが，上部消化管疾患構造にかくも急速な変化が
もたらされると予想し得なかった不明を恥じる次第である．2009年に公表された診療
ガイドラインも改訂を経て，本疾患に対する標準的な診療体制は，概ね整備された状
況にある．本特集はそのようなGERD診療の現況を第一線の先生方におまとめいただ
いたものである．各症例の地道な観察，扱いにくい生理学的な検査を辛抱強く駆使し
て病態に迫り，適切かつ精緻な治療戦略が組み立てられてきた経緯が各章の内容から
ご理解いただけるであろう．また，難治例の分析や，自然史を俯瞰することで，知覚
過敏，慢性炎症と発癌などの生命科学としても重要なテーマ解明の鍵が前途に横た
わっていることを予感させる，価値ある特集となった．執筆者各先生に深甚の敬意を
表させていただくとともに，篤く御礼申し上げる次第である．
 （一瀬　雅夫）
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